

























































































































































































































施した。Table 2に到達目標、Table 3に適応、Table 4に良い雰囲気、















項目 F1 F2 共通性
学ぶことは楽しいと思う .77 -.10 .62




授業で出された予習・復習課題はきちんとこなした .72 .02 .51
授業がある日なのに大学を休みたくなることがある -.01 .88 .77

































メンターは LINEやメールなどで授業のお知らせなど送ってくれた .72 .52
因子寄与 4.405





平均値 SD α ω
到達目標 4.01 0.80 .86 .91
学習適応 3.96 0.73 .74 .84
心理適応 3.16 1.12 .69 .86
良い雰囲気 3.94 0.85 .91 .93
授業デザイン 4.13 0.86 .93 .94
























到達目標 236 .03 -.02 .14 1.43 .14 .01 -.11 .15 1.03 .43
学習適応 236 .01 -.03 .11 1.17 .31 -.01 -.12 .13 0.98 .54
心理適応 236 -.04 -.06 .02 0.46 .92 -.02 -.14 .12 0.94 .63
良い雰囲気 236 .18 .08 .36 3.50 .00 .16 .03 .31 1.44 .01
授業デザイン 236 .12 .04 .28 2.71 .00 .04 -.08 .18 1.10 .28
















は学習適応が良いほど b=0.60、また SAからの支援が良いほど b=0.15 目
標到達度が高くなった。クラスの中で、そしてグループの中で学習適応が










































切片 4.07** 0.04 3.98 4.16 4.08** 0.04 3.99 4.16
個人レベル
学習適応 0.63** 0.07 0.49 0.77 0.60** 0.09 0.42 0.79
心理適応 0.02 0.04 -0.05 0.09 0.03 0.04 -0.05 0.11
良い雰囲気 0.09 0.08 -0.07 0.25 0.03 0.09 -0.14 0.19
授業デザイン 0.06 0.06 -0.06 0.17 0.07 0.07 -0.07 0.20
SAからの支援 0.09 0.06 -0.02 0.19 0.15** 0.06 0.04 0.26
集団レベル
学習適応 0.04 0.25 -0.49 0.57 0.47** 0.16 0.14 0.79
心理適応 -0.12 0.15 -0.45 0.21 -0.04 0.06 -0.16 0.08
良い雰囲気 0.38 0.27 -0.20 0.96 0.28+ 0.17 -0.05 0.61
授業デザイン -0.03 0.23 -0.51 0.45 0.00 0.14 -0.27 0.27
SAからの支援 0.13 0.14 -0.17 0.43 0.03 0.08 -0.12 0.19
交互作用
学習適応×授業デザイン（集団レベル） 0.34+ 0.20 -0.05 0.72 0.26+ 0.14 -0.01 0.52
学習適応× SAからの支援（集団レベル） -0.10 0.14 -0.38 0.18 -0.07 0.18 -0.42 0.28
χ2 123.980 115.275
Adjust R2 .393 .359
Deviance 420.952 429.657
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